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私
は
今
年
６
月
、
井
形
昭
弘
先
生

（
名
古
屋
学
芸
大
学
学
長
）
の
後
を
引

き
継
ぎ
、
日
本
尊
厳
死
協
会
の
理
事
長

に
就
任
し
た
。

理
事
長
に
な
っ
て
気
が
つ
い
た
の
は
、

協
会
は
毎
年
１
５
０
０
万
円
の
赤
字
と

い
う
こ
と
だ
。
赤
字
を
解
消
す
る
た
め

に
い
ち
ば
ん
の
方
法
は
、
会
員
の
増
加

で
あ
る
。
皆
さ
ん
に
も
そ
の
点
を
理
解

さ
れ
て
、
ぜ
ひ
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
（
笑
）。

協
会
の
「
入
会
の
ご
案
内
」「
リ
ビ

ン
グ
・
ウ
ィ
ル
を
ご
存
知
で
す
か
？
」

な
ど
の
パ
ン
フ
を
配
布
し
た
の
で
参
考

に
し
て
ほ
し
い
（
別
紙
）。
ま
ず
協
会
の

活
動
と
歴
史
に
つ
い
て
話
し
た
い
（
表

１
）。日

本
尊
厳
死
協
会
は
、
一
言
で
い
う

と
「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
」
と
い
う
自

分
で
自
分
の
最
期
を
決
め
る
事
前
指
示

書
を
普
及
し
て
い
く
た
め
に
活
動
し
て

い
る
団
体
で
あ
る
。
入
会
登
録
す
る
と

会
員
証
が
渡
さ
れ
、
そ
の
本
体
は
協
会

が
保
管
す
る
。
太
田
典
礼
さ
ん
（
医

師
・
国
会
議
員
）
が
１
９
７
６
年
に
日

本
安
楽
死
協
会
を
つ
く
っ
た
が
、
安
楽

死
と
い
う
言
葉
に
は
語
弊
が
あ
る
と
い

う
の
で
尊
厳
死
に
変
え
た
。

し
た
が
っ
て
、
尊
厳
死
と
い
う
の
は

造
語
だ
が
、
外
国
の
団
体
は
「D

ying
w
ith
D
ignity

」、「D
ignity

in
D
ying

」

と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
の
で
、
そ

のD
ignity

を
と
っ
て
太
田
先
生
が
尊
厳

死
協
会
と
名
前
を
変
え
た
。

会
員
数
は
現
在
、
12
万
５
千
人
ほ
ど

だ
が
、
日
本
は
い
ま
毎
年
１
２
０
万
人

ほ
ど
死
亡
す
る
の
で
、
亡
く
な
る
人
に

比
べ
る
と
会
員
数
は
ま
だ
少
な
い
。
リ

ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
の
登
録
は
、
ア
メ
リ

カ
で
はAdvance

D
irective

と
い
わ
れ

る
事
前
指
示
書
が
法
定
化
さ
れ
て
お

り
、
人
口
の
約
41
％
、
１
億
人
以
上
に

な
る
。
日
本
は
法
制
化
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
ま
だ
ま
だ
低
い
。

私
た
ち
が
考
え
て
い
る
の
は
、
リ
ビ

ン
グ
・
ウ
イ
ル
と
い
う
、
終
末
期
に
お

け
る
自
分
の
意
思
を
事
前
に
表
明
す
る

ル
ー
ル
を
何
と
か
法
制
化
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

尊
厳
死
を
法
的
に
認
め
、
死
に
様
に

関
す
る
自
己
決
定
権
を
確
立
す
る
。
そ

し
て
、
本
人
の
意
思
に
基
づ
い
て
延
命

措
置
の
中
止
を
容
認
し
医
師
の
免
責
を

求
め
る
た
め
、
私
た
ち
は
尊
厳
死
の
法

制
化
運
動
を
続
け
て
い
る
。

２
０
０
４
年
に
会
員
よ
り
も
多
い
14

第
59
回
定
例
研
修
会
か
ら

医療経済フォーラム・ジャパン主催■レコーダ

医療経済フォーラム・ジャパンの第59回
定例研修会が８月24日、「尊厳死のあり方―
リビング・ウィルの法制化」をテーマに日
本尊厳死協会の岩尾總一郎理事長を講師に
招いて都内で開かれた。
岩尾氏は、日本尊厳死協会の歴史と活動

から話をはじめ、協会の会員数は12万５千
人で、毎年亡くなる人が120万人いるのに対
しまだまだ少ないこと、2015年、25年の高

齢多死時代には年間死亡者数が140万人、
160万人に達すると述べ、欧米諸国の終末
期医療と尊厳死・安楽死への取り組みの状
況を紹介、日本ではガイドラインではだめ
で、法制化が必要と強調。協会の求める法
律は「死に様に関する自己決定権を確立し、
本人の意思にもとづく延命措置の中止ない
し不開始を容認し、医師の免責を求めるも
のだ」と説いた。その要旨は次のとおり。

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
を
普
及

会
員
数
は
12
万
５
千
人

（上）

尊厳死のあり方――
リビングウィルの法制化

岩尾 總一郎 日本尊厳死
協会・理事長）（【講師】



で
こ
ぎ
つ
け
た
（
尊
厳
死
法
制
化
を
考

え
る
議
員
連
盟
、
８
月
現
在
１
２
０

名
）。
こ
の
間
、
８
年
か
か
っ
た
。

小
宮
山
厚
労
相
に
は
、
尊
厳
死
議
連

の
幹
事
を
最
初
か
ら
つ
と
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

次
に
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
２
５
年

の
高
齢
社
会
像
を
説
明
し
た
い
。

ご
承
知
の
よ
う
に
高
齢
者
人
口
が
ピ

ー
ク
に
な
る
の
が
２
０
２
５
年
で
あ
る

（
３
５
０
０
万
人
）。
そ
れ
に
伴
い
、
認

知
症
の
高
齢
者
が
増
え
る
。
ひ
と
り
暮

ら
し
老
人
が
増
え
る
。
な
か
で
も
明
ら

か
な
の
は
、
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
死
亡

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
年

に
１
２
０
万
人
ほ
ど
死
亡
す
る
が
、
２

０
１
５
年
に
は
１
４
０
万
人
、
２
０
２

５
年
に
は
１
６
０
万
人
が
亡
く
な
る
。

そ
う
い
う
時
代
に
私
た
ち
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
べ
き
な
の
か
。

厚
労
省
の
終
末
期
医
療
に
関
す
る
検

討
会
の
報
告
書
か
ら
、
ど
こ
で
最
期
を

過
ご
し
た
い
か
を
み
る
と
、「
自
宅
で
療

養
し
て
、
必
要
に
な
れ
ば
そ
れ
ま
で
の

医
療
機
関
に
入
院
し
た
い
」
と
い
う
答

え
と
、「
自
宅
で
療
養
し
て
、
必
要
に

な
れ
ば
緩
和
ケ
ア
の
病
棟
に
入
院
し
た

い
」
と
い
う
答
え
が
多
く
の
部
分
を
占

め
て
い
る
（
平
成
10
〜
20
年
）。

在
宅
で
終
末
を
迎
え
る
こ
と
は
、
私

が
厚
労
省
の
医
政
局
長
だ
っ
た
平
成
15

年
の
と
き
も
20
年
の
と
き
も
、
そ
れ
ほ

ど
変
わ
ら
ず
、
実
現
が
難
し
い
と
い
う

答
え
が
出
て
い
る
。
変
わ
ら
な
い
２
つ

の
大
き
な
理
由
は
、「
介
護
し
て
く
れ

る
家
族
に
負
担
が
か
か
る
」、「
も
し
症

状
が
変
わ
っ
た
と
き
の
対
応
に
自
宅
で

は
不
安
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ど
こ
で
臨
終
を
迎
え

る
か
と
な
る
と
、
圧
倒
的
に
医
療
機
関

あ
る
い
は
施
設
と
い
う
の
が
増
え
て
き

て
、
自
宅
で
死
ぬ
と
い
う
の
は
10
％
台

で
あ
る
。
県
に
よ
る
ち
が
い
は
あ
る
が
、

日
本
全
国
で
み
て
約
８
割
以
上
の
人
た

ち
が
病
院
か
施
設
で
亡
く
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
看
取
り
の
場
所
は
、

医
療
機
関
は
横
ば
い
で
、
自
宅
や
介
護

施
設
そ
の
他
が
増
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
の
医
療
制
度

の
中
で
在
宅
医
療
を
進
め
て
い
く
と
い

う
点
も
含
め
、
ど
こ
で
最
後
に
死
ぬ
か

と
い
う
こ
と
は
、
死
ぬ
人
が
増
え
て
く

る
中
で
大
き
な
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

１
カ
月
ほ
ど
前
に
参
院
で
税
と
社
会

保
障
の
一
体
改
革
を
め
ぐ
る
質
疑
が
あ

万
人
の
署
名
を
得
て
国
会
請
願
を
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
60
名
か
ら
な
る
議

連
が
で
き
、
法
案
を
つ
く
る
と
こ
ろ
ま
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２
０
２
５
年
の
高
齢
社
会
像

８
割
以
上
が
病
院
・
施
設
で
死
ぬ

安
楽
死
を
め
ぐ
る
主
な
事
件

尊
厳
死
と
は
異
な
る
概
念

＜いわお・そういちろう＞
1947年東京生まれ。73年に慶応大

学医学部卒、同大学院修了、85年に
厚生省へ入り疾病対策課長、厚生科
学課長などを経て2003年に医政局長。
05年に退官しWHO健康開発センター
所長、06年に日本尊厳死協会に入り、
常任理事、副理事長から現職。

表１　協会の活動と歴史
【活動】
リビング・ウィルの保管、支援と普及
生と死に関する啓発活動
尊厳死法制化運動
2005年 14万人の署名を添えて国会請願
尊厳死法制化を考える議員連盟発足
医学教育へ提案「生と死の教育」を
国際団体との連携・国際会議の主催
生と死に関する理論的研究
地区活動・広報活動
【歴史】
1976年太田典礼らが創設
1983 日本尊厳死協会と改称
1990 会員数10万名を突破
2000 全国医育機関に生と死の教育導入を提言
2001 欧州で安楽死法制化の波
2004 14万名の署名を添えて法制化を国会に請願

尊厳死を考える議員連盟発足
2004 死の権利協会世界連合東京大会
2005 尊厳死法制化を考える議員連盟設立
2010 一般社団法人日本尊厳死協会設立
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【別紙】

リビング・ウィル
尊厳死の宣言書
登録のおすすめ

健やかに生きる権利、安らかに死ぬ権利を自分自身
で守るために

�入会の手続き
日本尊厳死協会（JAPAN SOCIETY FOR DYING

WITH DIGNITY）は1976年、故太田典礼さんが創
設して以来、一貫してリビング・ウィルの普及に努
めている団体です。不治かつ末期になったとき、無
意味な延命措置を断り、安らかな自然な死を迎えた
いという願いからはじめた運動です。「尊厳ある死」
を求める「自己決定権」の確立をめざしています。
入会希望者はリビング・ウィルに署名し、年会費

をお支払いの上、本部事務局にお送り下さい。その
原本を登録・保管し、あなたに会員証と原本のコ
ピー２通、年４回発行の会報をお届けします。
なお協会は点字用リビング・ウィルも用意してい

ます。
原本は会員の自発的意思を明示した書面で、毎

年、年会費の納入によって、その意思の継続性を示
す証拠にもなるのです。
当協会は「死の権利協会世界連合」の諸団体と

も情報を交換し、わが国の国民性、歴史風土に合
った運動を展開しております。

協会の会費は
正会員の場合は年会費2,000円（夫婦で3,000円）、

終身会員の場合は70,000円（夫婦で100,000円）で
す。正会員が終身会員に変わる場合、前納年会費
分を差し引きます。

終末期の医療についての要望をあらかじめ表した
書面です。
英語で、生きているということをリビング、遺言

書をウィルといいます。つまり生前発効の遺言とい
う意味です。

�リビング・ウィルの要旨（宣言書）
�私の傷病が、今の医学では治せない状態であり、
死が迫っていると診断された場合には、ただ単に死
期を引き延ばすためだけの延命措置はお断りします。
�ただし、私の苦痛を和らげるためには、麻薬など
の適切な使用により十分な緩和医療を行ってくださ
い。
�私が回復不能な遷延性意識障害（持続的植物状

入会のご案内

リビング・ウィルとは
何でしょうか……？

態）に陥ったときは生命維持措置をとりやめてくだ
さい。
以上、私の宣言による要望に従って下さった行為
一切の責任はこの私自身にあります。

（日本尊厳死協会「尊厳死の宣言書」より））

医師の大部分が、このリビング・ウィルで会員の
願いを認めています。死亡会員のご遺族へのアンケ
ートで、毎年検証しています。
�協会はリビング・ウィルを
登録・保管しています。
リビング・ウィルを必要に応じて
お医者さんに示して下さい。

お医者さんは尊厳死の希望を
カルテに記入してくれたり
看護師さんにもよく話して
患者の「心と人権」を
尊重してくれるはずです。

皆さん、いざというときに備えて、会員になりま
せんか。尊厳死運動の輪を広げましょう。日本医師
会も日本学術会議も、私たちの尊厳死の権利を認
めています。

安らかに人間らしく尊厳ある正と死を
―リビング・ウィルのすすめ―

日本尊厳死協会は1976年に発足し、現在12万数
千人の会員を擁する社団法人です。
尊厳死とは、不治かつ末期の病態になった時、自
分の意思により無意味な延命措置を中止し、人間
としての尊厳を保ちながら死を迎えることです。尊
厳死は自然死や満足死と同義で、積極的な方法で
死期を早める安楽死とは根本的に異なります。
医療技術の進歩により長寿社会を迎えましたが、

人間は不老不死ではありません。死が避けられない
なら、終末期における医療の目的を、患者に苦痛を
与え尊厳ある生を冒す延命治療から、患者本人の
QOLを重視した医療に転換する必要があります。
協会は、終末期の医療について意識のある間に自
分で意思を表し、医療機関が受け入れることの出来
る「尊厳死の宣言書」（リビング・ウィル）を発行、
登録管理しています。医師に自分の意思を伝えるリ
ビング・ウィルのような事前指示書は、世界の多く
の国々で法律が制定されています。
私たちは現在、本人の意思を尊重した終末期医

療と、それに携わる医師の免責を保障した尊厳死の
法制化に取り組んでいます。一人でも多くのみなさ
まが尊厳死を理解し、協会に加入して下さることを
お待ちしております。

2012年６月
理事長　　岩尾　總一郎



っ
た
が
、
野
田
総
理
は
「
尊
厳
死
を
ご

存
じ
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
尊

厳
死
と
は
人
生
の
終
末
期
の
段
階
に
お

い
て
、
患
者
自
身
の
意
思
決
定
を
尊
重

し
、
自
然
な
形
で
死
を
迎
え
る
こ
と
だ
」

と
答
え
て
い
る
。
正
解
で
あ
る
。
突
然

の
質
問
に
対
し
、
尊
厳
死
と
は
何
か
が

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
た
。

日
本
で
は
、
今
ま
で
に
次
の
よ
う
な

い
く
つ
か
の
事
件
が
あ
っ
た
。

▽
１
９
６
２
年
＝
名
古
屋
高
裁
判
決

（
安
楽
死
・
有
罪
）
▽
１
９
９
１
年
＝

東
海
大
学
事
件
（
塩
化
カ
リ
ウ
ム
を
注

射
、
安
楽
死
・
有
罪
）
▽
１
９
９
８

年
＝
川
崎
協
同
病
院
事
件
（
筋
弛
緩
剤

を
投
与
、
安
楽
死
・
有
罪
）
▽
２
０
０

３
年
＝
羽
幌
病
院
事
件
（
延
命
措
置
中

止
・
不
起
訴
）
▽
２
０
０
６
年
＝
射
水

市
民
病
院
事
件
（
人
工
呼
吸
器
を
外
し

た
、
延
命
措
置
中
止
・
不
起
訴
）

医
者
が
積
極
的
に
死
期
を
短
く
す
る

の
を
安
楽
死
と
い
う
。
安
楽
死
は
す
べ

て
有
罪
に
な
っ
て
い
る
が
、
延
命
措
置

の
中
止
、
た
と
え
ば
人
工
呼
吸
器
を
外

し
た
と
い
う
よ
う
な
事
件
は
す
べ
て
不

起
訴
で
罪
に
問
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
が

医
師
の
診
療
行
為
を
萎
縮
さ
せ
る
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
不
起
訴
に
な
る
ま
で

に
２
年
半
か
ら
３
年
か
か
り
、
そ
の
間

は
現
場
で
診
療
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
る
。

結
果
が
出
る
ま
で
は
ほ
か
の
医
師
た
ち

も
自
粛
す
る
こ
と
に
な
る
の
が
、
私
は

い
ち
ば
ん
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
。
病
院
側
は
医

師
法
21
条
の
24
時
間
条
項
で
、「
異
状

死
体
を
見
た
ら
届
け
出
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
あ
る
か
ら
、
警
察
に
言
う
。

警
察
が
動
く
と
、
警
察
の
記
者
ク
ラ
ブ

の
人
た
ち
も
「
何
だ
？
事
件
か
」
と
い

う
の
で
現
場
に
つ
い
て
く
る
。

す
る
と
、
起
訴
さ
れ
よ
う
が
さ
れ
ま

い
が
、
マ
ス
コ
ミ
は
何
か
書
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
結
果
的
に
事
件
と
し
て

報
道
さ
れ
、
Ａ
社
が
抜
く
と
、
Ｂ
社
が

輪
を
か
け
て
大
き
く
す
る
。
そ
れ
が
射

水
の
病
院
や
羽
幌
の
病
院
の
よ
う
な
事

件
と
な
っ
て
く
る
。

１
９
９
５
年
、
東
海
大
の
安
楽
死
事

件
判
決
の
と
き
横
浜
地
裁
は
「
こ
う
い

う
条
件
な
ら
ば
治
療
を
中
止
し
て
い
い

の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
死
が
避
け
ら
れ
な
い
末
期
の

状
態
に
あ
り
、
患
者
に
明
確
な
意
思
が

存
在
す
る
」
よ
う
な
条
件
が
あ
っ
た
場

合
に
、
治
療
行
為
を
中
止
し
て
も
い
い
。

そ
の
場
合
に
、
薬
物
投
与
、
化
学
療

法
、
人
工
透
析
、
人
工
呼
吸
器
、
輸

血
、
栄
養
・
水
分
補
給
、
す
べ
て
の
医

療
行
為
は
中
止
し
て
も
い
い
と
判
決
で

述
べ
て
い
る
。

こ
れ
が
高
裁
や
最
高
裁
の
上
級
審
ま

で
上
が
っ
て
確
定
し
て
い
れ
ば
、
治
療

行
為
は
中
止
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
し
か
し
、
判
例
と
し
て
出

て
い
る
の
は
下
級
審
（
地
裁
）
の
も
の

し
か
な
い
。

積
極
的
な
方
法
で
死
期
を
早
め
る
安

楽
死
は
、
日
本
人
の
感
覚
で
い
え
ば
自

然
の
摂
理
に
反
し
て
い
る
。
安
楽
死
は
、

延
命
措
置
を
拒
否
し
自
然
の
摂
理
に
経

過
を
任
せ
、
安
ら
か
な
死
を
迎
え
る
尊

厳
死
と
は
概
念
が
全
く
異
な
る
。
一
般

の
社
会
や
検
察
・
警
察
も
こ
の
相
違
を

理
解
す
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
人

工
的
に
何
か
を
し
た
こ
と
に
対
し
て
は

起
訴
さ
れ
て
有
罪
と
い
う
判
決
に
な
る

が
、
単
な
る
延
命
措
置
の
中
止
と
い
う

こ
と
で
は
起
訴
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実

も
あ
る
。

安
楽
死
に
は
２
種
類
あ
る
。
第
３
者

が
薬
物
・
毒
物
を
投
与
し
て
死
期
を
早

め
る
積
極
的
な
安
楽
死
と
、
自
殺
が
で

き
る
薬
剤
を
処
方
す
る
（
医
師
に
よ
る

自
殺
幇
助
、
服
用
す
る
の
は
患
者
自

身
）
消
極
的
な
安
楽
死
だ
。
最
近
で
は

臨
死
介
助
と
い
う
言
葉
に
置
き
か
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
も
安
楽
死

の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
法
制
化
さ
れ
て
い
る
、

つ
ま
り
、
安
楽
死
が
許
さ
れ
て
い
る
国

と
許
さ
れ
て
い
な
い
国
が
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
21
世
紀
に
な
っ
た

今
日
ま
で
の
人
権
思
想
の
流
れ
が
あ

る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

キ
リ
ス
ト
教
と
く
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
影

響
力
と
の
関
係
で
さ
ま
ざ
ま
な
終
末
期

に
お
け
る
生
と
死
の
取
り
扱
い
の
法
律

が
で
き
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
２
０
０
１
年
、
ベ
ル
ギ

ー
は
02
年
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
は
08
年

に
安
楽
死
の
法
律
を
つ
く
っ
て
い
る
。

ど
ん
な
法
律
か
と
い
う
と
、
要
す
る
に

積
極
的
な
安
楽
死
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ

の
法
律
は
「
要
請
に
よ
る
生
命
の
終
結

及
び
自
殺
幇
助
審
査
手
続
き
法
」
と
い

う
法
律
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
で
は
「
安
楽
死
（E

uthana-
sia

）
に
関
す
る
法
律
」
で
あ
る
。

こ
の
ベ
ネ
ル
ク
ス
３
国
で
は
、
患
者

が
耐
え
難
い
痛
み
で
、
も
う
余
命
い
く

ば
く
も
な
い
、
苦
し
い
か
ら
何
と
か
し

て
く
れ
と
言
う
と
き
、
医
師
が
「
わ
か

っ
た
」
と
言
っ
て
ネ
ン
ブ
タ
ー
ル
と
い

う
薬
を
注
射
す
る
と
、
眠
る
よ
う
に
死

ん
で
し
ま
う
と
い
う
。
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フ
ラ
ン
ス
は
積
極
的
な
安
楽
死
は
認

め
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
尊
厳
死
法

は
「
患
者
の
権
利
及
び
生
の
終
末
に
関

す
る
法
律
」
で
05
年
に
成
立
し
た
。
死

に
逝
く
者
の
尊
厳
を
尊
重
し
な
い
よ
う

な
非
理
性
的
で
無
益
な
治
療
を
拒
否
す

る
と
い
う
の
が
法
の
精
神
で
、
意
識
の

な
い
人
に
チ
ュ
ー
ブ
を
つ
な
い
で
生
き

永
ら
え
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い

と
い
う
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
は
私
た
ち
の
望
む
尊
厳

死
法
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
法
律
の
特
徴
は
、
患
者

の
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
、
患
者

の
意
識
が
な
い
、
あ
る
い
は
終
末
期
が

近
い
、
必
ず
し
も
近
く
な
い
の
４
つ
の

パ
タ
ー
ン
に
分
け
、
す
べ
て
条
件
を
つ

け
て
ル
ー
ル
化
し
て
い
る
。
最
終
的
に

は
医
療
チ
ー
ム
に
よ
る
合
議
を
経
る
形

に
な
っ
て
い
る
。

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス

で
死
亡
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
医
療
チ

ー
ム
で
対
処
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
患
者
に
対
し
て
は
延

命
措
置
は
差
し
控
え
る
、
中
止
す
る
と

い
う
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
「
自
殺
に
関
す
る
法

律
」
が
１
９
６
１
年
に
で
き
て
お
り
、

オ
ラ
ン
ダ
や
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
自
殺

幇
助
は
犯
罪
に
な
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
最
近
、
自
分

は
脳
卒
中
後
遺
症
で
死
に
た
い
と
し
て

医
師
の
介
助
を
求
め
た
58
歳
の
人
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
高
等
裁
判
所
で
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
に
、
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ

イ
キ
を
し
肺
炎
を
起
こ
し
て
死
ん
で
し

ま
っ
た
と
い
う
例
が
あ
る
。

他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
よ
う
に
法

律
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
動
き
は
イ
ギ
リ

ス
で
は
い
つ
も
出
て
く
る
が
、
英
国
国

教
会
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
近
い
の
か
、
反

対
す
る
力
が
非
常
に
強
く
、
な
か
な
か

で
き
な
い
。

多
発
性
硬
化
症
の
パ
ー
デ
ィ
さ
ん

は
、「
自
分
が
意
識
が
な
く
な
っ
た
と
き

に
は
、
自
分
を
介
助
し
て
死
ぬ
よ
う
に

し
て
く
れ
」
と
言
っ
て
、
誰
か
が
手
伝

っ
た
と
き
に
そ
の
人
が
訴
追
さ
れ
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
裁
判
を
起
こ
し
た
。

そ
の
と
き
に
裁
判
所
は
、
訴
追
に
は

法
務
総
裁
の
同
意
が
必
要
だ
が
、
ど
う

い
う
場
合
に
訴
追
さ
れ
る
の
か
さ
れ
な

い
の
か
は
っ
き
り
せ
よ
と
い
う
判
決
が

出
た
（
09
年
）。
そ
れ
か
ら
３
年
か
か

っ
て
「
臨
死
介
助
に
関
す
る
委
員
会

（

The
C
om
m
ission

on
Assisted

D
ying

）」
が
今
年
１
月
に
最
終
報
告
を

出
し
、
次
の
よ
う
に
適
格
基
準
を
示
し

た
。

�
18
歳
以
上

�
「
終
末
期
の
病
状
」
＝
12
カ
月
以
内

に
患
者
が
死
を
迎
え
る
見
込
み
が
あ
り
、

段
階
的
に
進
行
す
る
不
可
逆
な
状
態

�
「
自
発
的
な
選
択
」
＝
任
意
性
と
強

制
さ
れ
な
い
こ
と

�
「
当
事
者
の
意
志
決
定
能
力
に
関
す

る
評
価
（
精
神
的
能
力
）
は
必
要
不
可

欠
」次

に
ド
イ
ツ
で
は
２
０
０
４
年
に

「
患
者
の
事
前
指
示
」
の
法
制
化
が
提

言
さ
れ
、
09
年
に
法
律
が
で
き
た
。
２

０
１
０
年
、
胃
ろ
う
を
つ
け
て
余
命
い

く
ば
く
も
な
い
プ
ル
ツ
さ
ん
が
、
家
族

に
「
き
つ
い
か
ら
、
抜
い
て
く
れ
」
と

言
っ
た
。
家
族
は
医
者
に
言
っ
た
が
、

「
抜
け
な
い
」
と
医
者
は
断
っ
た
。
そ
こ

で
後
見
人
の
弁
護
士
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、「
で
は
、
家
族
が
抜
け
ば
い
い
」
と

い
う
の
で
抜
く
と
、
医
者
が
す
ぐ
入
れ

て
し
ま
う
。

そ
こ
で
弁
護
士
が
、「
つ
な
い
で
あ
る

管
を
切
っ
て
し
ま
え
」
と
家
族
に
指
示

し
た
。
こ
れ
が
事
件
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
抜
い
た
家
族
は
訴
え
な
い
が
、

そ
れ
を
教
唆
し
た
弁
護
士
が
訴
え
ら
れ

た
。判

決
は
２
０
１
０
年
６
月
に
出
て
、

患
者
の
意
思
に
合
致
す
る
場
合
は
、
治

療
の
中
止
は
不
作
為
の
み
な
ら
ず
積
極

的
な
作
為
で
も
可
能
だ
、
つ
ま
り
抜
い

て
も
構
わ
な
い
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
医
師
会
は
、「
看

取
り
の
医
療
指
針
」
を
改
正
し
自
殺
幇

助
の
容
認
案
を
出
し
た
が
、
６
月
に
総

会
で
否
決
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
ド
イ
ツ
の
連
邦
医
師
会
は
、

弁
護
士
会
の
よ
う
に
法
律
で
き
ち
ん
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
自
分
た
ち
で

規
則
や
法
律
を
つ
く
っ
た
り
、
地
域
で

の
開
業
や
専
門
医
の
容
認
を
す
る
権
限

も
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
刑
法
で
は
、
自
殺
幇
助
を

原
則
と
し
て
犯
罪
と
は
認
め
て
い
な
い
。

し
か
し
昨
年
６
月
、
ド
イ
ツ
医
師
の
職

業
規
則
で
、「
医
師
は
死
に
逝
く
人
を
、

そ
の
人
の
尊
厳
を
保
持
し
そ
の
意
思
を

尊
重
し
て
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

医
師
が
患
者
の
要
請
に
基
づ
い
て
患
者

を
殺
害
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
」
と
明
記

し
た
。
つ
ま
り
、
自
殺
を
医
師
が
助
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、
刑
法
を
こ
え
る
禁

止
を
初
め
て
ド
イ
ツ
医
師
規
則
が
明
確

に
定
式
化
し
た
。

と
こ
ろ
で
隣
国
ス
イ
ス
で
は
、
刑
法

第
１
１
５
条
に
、
自
殺
の
幇
助
を
し
て

も
い
い
と
あ
る
。
こ
の
法
律
は
１
９
４

自
殺
が
許
さ
れ
る
ス
イ
ス

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
か
ら
行
く



２
年
、
第
二
次
大
戦
中
、
永
世
中
立
を

保
つ
中
で
成
立
し
、
今
で
も
生
き
て
い

る
。
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン

州
で
も
同
種
の
法
律
が
成
立
し
て
い

る
。ス

イ
ス
の
自
殺
幇
助
は
医
者
が
積
極

的
に
行
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
消

極
的
な
も
の
だ
。
飲
み
薬
を
処
方
さ
れ

て
そ
れ
を
薬
局
に
行
っ
て
買
っ
て
き
て
、

家
で
家
族
が
見
守
る
中
で
飲
む
と
、
40

分
ぐ
ら
い
し
て
眠
る
よ
う
に
亡
く
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
許
さ
れ
る
ス
イ
ス
に

対
し
、
医
師
に
自
殺
の
手
助
け
を
許
さ

な
い
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
は
ち
が
う
。

そ
の
た
め
、
不
治
か
つ
末
期
で
死
に
た

く
て
も
死
ね
な
い
人
た
ち
が
、
イ
ギ
リ

ス
の
場
合
は
飛
行
機
で
、
ド
イ
ツ
の
場

合
は
車
で
ス
イ
ス
に
行
く
。
ス
イ
ス
に

は
看
取
り
の
家
が
あ
り
、
外
国
か
ら
来

た
人
の
自
殺
も
看
取
っ
て
く
れ
る
。

そ
の
実
態
を
視
察
し
て
き
た
。
看
取

り
の
家
は
全
く
普
通
の
家
で
あ
る
。
２

階
建
て
で
、
普
通
の
部
屋
が
あ
る
。
表

看
板
は
ど
こ
に
も
出
て
い
な
い
。
ス
イ

ス
に
も
、
尊
厳
死
に
反
対
の
人
た
ち
は

た
く
さ
ん
い
る
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
人
た

ち
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
き
ち
ん
と
し
た

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
と
入
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
施
設
を
運
営
し
て

い
る
の
は
、
そ
れ
な
り
の
し
っ
か
り
し

た
考
え
を
も
っ
た
人
だ
ろ
う
と
思
う
。

看
取
り
の
家
に
着
い
た
日
の
翌
日
、

医
者
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

る
。
３
日
目
に
も
う
い
ち
ど
自
分
で
よ

く
考
え
ろ
と
い
う
こ
と
で
１
日
お
く
。

４
日
目
に
再
び
医
者
に
会
っ
て
、「
意

思
は
変
わ
ら
な
い
ね
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
ら
、
そ
こ
で
処
方
し
て
も
ら
う
。

そ
れ
を
支
持
者
の
人
た
ち
が
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
で
一
軒
だ
け
許
可
さ
れ
て
い
る

薬
局
に
持
っ
て
行
き
、
５
日
目
に
そ
れ

を
飲
ん
で
本
人
は
亡
く
な
る
。
死
亡
す

る
と
警
察
に
届
け
出
る
。
不
審
死
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
考
え
る
か

ら
だ
。
警
察
が
確
か
に
自
殺
で
、
他
殺

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
、
初
め
て

火
葬
場
に
行
け
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。

こ
う
し
た
各
国
の
動
き
を
み
て
、
安

楽
死
と
い
う
言
葉
が
い
い
の
か
、
自
殺

幇
助
と
い
う
言
葉
が
い
い
の
か
迷
う
が
、

少
な
く
と
も
不
治
か
つ
末
期
の
と
き
に

は
、
医
者
が
致
死
量
の
薬
物
を
注
射
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
の
と

こ
ろ
と
、
そ
こ
ま
で
は
し
な
い
が
自
分

で
自
殺
薬
を
服
用
す
る
こ
と
を
法
律
に
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表２　終末期医療の決定プロセスに関する
ガイドライン（厚生労働省：2007年５月21日）
１　終末期医療及びケアの在り方
①医師等の医療従事者から適切な情報の提供と説
明がなされ、それに基づいて患者が医療従事者と話
し合いを行い、患者本人による決定を基本としたう
えで、終末期医療を進めることが最も重要な原則で
ある。
②終末期医療における医療行為の開始・不開始、医
療内容の変更、医療行為の中止等は、多専門職種
の医療従事者から構成される医療・ケアチームによ
って、医学的妥当性と適切性を基に慎重に判断すべ
きである。
③医療・ケアチームにより可能な限り疼痛やその他
の不快な症状を十分に緩和し、患者・家族の精神
的・社会的な援助も含めた総合的な医療及びケアを
行うことが必要である。
④生命を短縮させる意図をもつ積極的安楽死は、本
ガイドラインでは対象としない。

２　終末期医療及びケアの方針の決定手続き
終末期医療及びケアの方針決定は次によるものとする。
�患者の意思の確認ができる場合
①専門的な医学的検討を踏まえたうえでインフォー
ムド・コンセントに基づく患者の意思決定を基本と
し、多専門職種の医療従事者から構成される医療・
ケアチームとして行う。
②治療方針の決定に際し、患者と医療従事者とが十
分な話し合いを行い、患者が意思決定を行い、その
合意内容を文書にまとめておくものとする。
③このプロセスにおいて、患者が拒まない限り、決
定内容を家族にも知らせることが望ましい。
�患者の意思の確認ができない場合
患者の意思確認ができない場合には、次のような手
順により、医療・ケアチームの中で慎重な判断を行
う必要がある。
①家族が患者の意思を推定できる場合には、その推
定意思を尊重し、患者にとっての最善の治療方針を
とることを基本とする。
②家族が患者の意思を推定できない場合には、患者
にとって何が最善であるかについて家族と十分に話
し合い、患者にとっての最善の治療方針をとること
を基本とする。
③家族がいない場合及び家族が判断を医療・ケアチ
ームに委ねる場合には、患者にとっての最善の治療
方針をとることを基本とする。
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し
て
い
る
国
や
米
国
の
州
と
、
フ
ラ
ン

ス
の
よ
う
に
、
緩
和
ケ
ア
の
中
で
鎮
痛

作
用
や
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
な

が
ら
無
駄
な
治
療
は
し
な
い
、
延
命
措

置
は
し
な
い
と
法
律
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
と
、
ま
だ
そ
う
い
う
も
の
も
で
き
な

い
と
こ
ろ
と
様
々
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の
国
す
べ
て
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、「
私
は
最
期
は
こ
う
い

う
格
好
で
死
に
た
い
」、
そ
れ
か
ら
、

「
私
が
も
し
意
識
が
な
く
な
っ
た
ら
、
こ

の
人
に
任
せ
る
」
と
い
う
こ
と
を
書
く

事
前
指
示
書
（Advance

D
irective,

私
た
ち
は
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
と
い
う
）

が
法
定
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
も

事
前
指
示
書
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
た
。
日
本
は
そ
れ
す
ら
法
定
化
さ
れ

て
い
な
い
。
私
た
ち
の
協
会
が
や
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
、
た
か
だ
か
12
万
５

千
人
で
あ
る
。

日
本
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
い
い
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
２
０
０
７
年
５

月
、「
終
末
期
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
厚
生
労
働

省
）
が
つ
く
ら
れ
た
（
前
頁
の
表
２
）。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
終
末
期
の
ケ
ア
の
在

り
方
は
「
患
者
本
人
に
よ
る
決
定
を
基

本
と
し
た
上
で
」、「
開
始
・
不
開
始
、

医
療
内
容
の
変
更
、
医
療
行
為
の
中
止

は
多
職
種
の
医
療
従
事
者
か
ら
な
る
ケ

ア
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
」「
慎
重
に
判
断
す

る
」「
可
能
な
限
り
疼
痛
の
除
去
を
す

る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

ど
う
い
う
手
続
き
を
踏
む
の
か
。
患

者
の
意
思
が
確
認
で
き
る
場
合
は
、
文

書
に
す
る
。
意
思
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
家
族
や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ

る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
総
論
的
な
こ
と
し
か
書
い
て
な

い
。
ど
う
す
れ
ば
法
的
責
任
を
問
わ
れ

な
い
か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
現
場
が

混
乱
す
る
だ
け
で
意
味
が
な
い
と
い
う
、

医
師
会
・
病
院
会
の
意
見
だ
っ
た
。

患
者
・
障
害
者
な
ど
弱
者
の
方
々
か

ら
す
れ
ば
、
プ
ロ
セ
ス
を
つ
く
せ
ば
何

で
も
で
き
る
と
い
う
不
安
と
危
惧
が
あ

り
、
自
分
た
ち
の
命
が
と
ら
れ
る
と
反

対
し
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
ど
こ
の
国
に

も
あ
る
。「Sliding

Slope
Theory

」,

い
っ
た
ん
事
を
決
め
る
と
ど
ん
ど
ん
落

ち
て
い
き
、
何
で
も
で
き
る
と
考
え
て

し
ま
う
「
滑
り
台
理
論
」
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
医
師
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
み
る
と
、「
患
者
に
す
べ
て
の
選
択
肢

を
示
し
て
同
意
を
得
る
」
と
か
、「
治

療
目
的
を
救
命
か
ら
意
思
の
実
現
に
変

更
す
る
」
と
か
、
断
定
的
に
書
い
て
い

る
。
日
本
は
「
患
者
の
意
向
を
踏
ま
え

て
総
合
的
に
判
断
す
る
」
と
い
う
が
、

総
合
的
に
判
断
で
き
な
い
か
ら
何
か
ル

ー
ル
を
つ
く
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
い
る

の
に
、
こ
う
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

役
に
立
た
な
い
と
思
う
。

２
０
０
６
年
に
起
き
た
富
山
県
射
水

市
民
病
院
の
事
件
は
、
入
院
患
者
７
人

が
人
工
呼
吸
器
を
と
り
外
さ
れ
た
後
に

死
亡
し
た
た
め
、
外
科
部
長
ら
２
人
が

殺
人
の
疑
い
で
書
類
送
検
さ
れ
た
の
だ

が
、
09
年
12
月
に
不
起
訴
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
患
者
の
苦
痛
と
延
命

の
責
務
と
の
間
で
の
悩
み
は
、
医
療
の

現
場
で
は
日
常
的
に
起
こ
り
得
る
。
医

師
に
は
面
倒
な
こ
と
に
か
か
わ
り
た
く

な
い
気
持
ち
も
あ
り
、
ま
た
刑
法
上
告

訴
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
以
上
、
適
切
な

対
処
に
は
法
的
な
免
責
が
不
可
欠
で
あ

る
。
規
制
力
の
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
対
処
で
き
な
い
の
で
、
法
律
を
つ
く

っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

に
つ
づ
く

（下）

日
本
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

現
場
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け

堤 修三著 

2005年の介護保険法改正、障害者自立支援法、2006年の医療制度改革をとりあげ、立
法政策的な観点から照射し、高齢者医療制度や特定健診・保健指導の改正内容にも鋭い
批判を加えている。 

Ｂ6判　288頁／定価2,730円（本体2,600円＋税） 

『社会保障改革の立法政策的批判』 『社会保障改革の立法政策的批判』 


